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今 月 の トォフ

　平成 15 年の開校以来、テレビなど
で活躍されている 24 人の講師を迎え、
芸術・文化の『風』を届けてきた『い
まり浪漫大学』お別れ講演が４月 17
日に市民会館で開催されました。こ
れまで市民の皆さんの温かいご支援と
ご協力ありがとうございました。【15
ページに関連記事を掲載しています】

月

いまり浪漫大学　お別れ講演

手作りの芸術・文化の『風』を６年間ありがとう



誕
生　
伊
万
里
牛
課

※
こ
こ
で
は
、
伊
万
里
産
佐
賀
牛
を
伊
万
里
牛

　

と
い
う
略
称
で
表
記
し
て
い
ま
す

　

ブ
ラ
ン
ド
と
は
何
で
し
ょ
う
か
。

　

ブ
ラ
ン
ド
（
Ｂ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｄ
）
は
、羊
な
ど
の
家
畜
に
押
す
焼
印
（
Ｂ

Ｕ
Ｒ
Ｎ
Ｅ
Ｄ
）
に
由
来
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は
他
人
の
羊

と
区
別
す
る
た
め
の
も
の
で
し
た
が
、
現
在
で
は
、
他
者
と
の
違
い

や
優
位
性
を
明
確
に
す
る
た
め
に
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
地
方
分
権
が

進
む
中
、
地
域
間
競
争
は
激
し
く
な
っ
て
お
り
、
伊
万
里
市
が
他
の

自
治
体
と
異
な
る
『
地
域
ブ
ラ
ン
ド
』
を
確
立
し
て
い
く
た
め
に
は
、

ま
ち
づ
く
り
の
核
と
な
る
も
の
を
掘
り
起
こ
す
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

伊
万
里
焼
や
伊
万
里
梨
な
ど
。
伊
万
里
市
に
は
、
多
く
の
特
産
品

が
あ
り
ま
す
が
、
な
か
で
も
伊
万
里
牛
は
高
級
牛
肉
と
し
て
全
国
的

に
も
高
い
評
価
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
市
は
伊
万
里
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
最
大
限
に
活

用
し
、
生
産
振
興
と
観
光
を
一
体
的
に
取
り
扱
う
専
門
部
署
と
し
て

『
伊
万
里
牛
課
』
を
新
設
し
ま
し
た
。
特
産
品
を
冠
し
た
部
署
の
設

置
は
全
国
的
に
も
珍
し
く
、
今
回
の
特
集
で
は
、
産
声
を
あ
げ
た
ば

か
り
の
『
伊
万
里
牛
課
』
の
役
割
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

伊万里牛で伊万里を元気に！

写真の像は、平成 20 年４月に
開催された横浜食肉市場ミート・
フェアにおいて、田中勝已さん

（波多津町）が『名誉賞』に輝き、
受賞されたものです
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　伊万里牛の肉質はきめ細やかで柔ら
かく、脂肪の質も抜群です。また、肉
色も鮮やかで甘みと風味がたっぷりと
詰まっています。
　生後 10 ヶ月齢程度の子牛を県内外
から買い入れ、約 20 ヶ月間、卓越し
た飼養技術で一頭一頭に愛情を込めて
育てられています。生産者の絶え間な
い努力と情熱が注ぎ込まれた伊万里牛
は、国内最高級の牛肉として称賛され
ています。

　　　　　　　 ブランド力を強化するためには、商品そのものの価値のほか、情報としての価値を
　　　　　　　高める必要があります。『伊万里牛課』は、この２つの価値を着実に高めていくため、
　　　　　　　次に掲げるさまざまな事業に取り組みます。

市伊万里牛課長
松 永 敏 夫

　

伊
万
里
牛
に
似
て
ま
せ
ん

か
。
伊
万
里
牛
課
長
に
任
命
さ

れ
ま
し
た
松
永
で
す
。
４
月
１

日
付
け
の
人
事
異
動
以
降
、
思

わ
ぬ
『
時
の
人
』
と
な
り
、
取

材
攻
勢
が
続
い
て
い
ま
す
。　

　
『
伊
万
里
牛
課
』
は
、
伊
万

里
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
産
や

販
売
面
だ
け
で
な
く
観
光
Ｐ
Ｒ

ま
で
生
か
す
な
ど
地
域
浮
揚
に

結
び
つ
け
る
部
署
で
す
。
新
設

の
部
署
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

取
り
組
む
べ
き
課
題
が
山
積
し

て
い
ま
す
が
、
伊
万
里
牛
の
よ

う
に
ど
っ
し
り
と
構
え
、
日
々

の
業
務
に
励
ん
で
い
き
た
い
と

伊
万
里
牛
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

思
っ
て
い
ま
す
。

　

伊
万
里
牛
を
キ
ー
ワ
ー
ド

に
、
伊
万
里
が
も
っ
と
住
み
よ

い
元
気
な
ま
ち
に
な
る
よ
う
頑

張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
、
市
民

の
皆
さ
ん
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

■
問
合
先　

伊
万
里
牛
課

　
　
　
　
　
（
☎
㉓
２
９
３
７
）

　伊万里牛を中心とし
た取り組みにより、市
の特産品など観光資源
全体への波及効果が期
待されています。

　伊万里牛を食べながらの絶叫大会の開

催や松浦鉄道でのバーベキュー列車の運

行など、伊万里牛を題材としたイベント

を実施するほか、オリジナルキャラクター

の作製や市内の飲食店などと連携した取

り組みを展開し、まちづくりに生かして

いきます。

　自然や歴史、文化をはじめ豊富な農畜

産物など、伊万里の魅力を広くＰＲする

ため、観光関連のホームページの充実を

図ります。また、多様なメディアを活用

した情報発信を積極的に行うなど、福岡

都市圏などからの交流人口の拡大に努め

ていきます。

元
気
に
し
ま
す

　『伊万里牛課』は第一歩を踏み出したばかりです。今後は
しっかりと『成果』という足跡を残していきます。
　そのためにも、丹念に育てられた伊万里牛のように、伊
万里ブランドを愛情を込めて育てていきます。

特 集　伊万里牛で伊万里を元気に！ 誕生！ 伊万里牛課

　伊万里牛課　の役割

伊万里を
売
り
込
み
ま
す

伊万里を

　高品質の伊万里牛の価値をより一層高

めるため、生産から肥育までを地域内で

一貫して行う体制づくりなど、将来の生

産基盤の強化に向けて、生産者や関係機

関などとの連携を更に強めていきます。

育
み
ま
す

伊万里が

おいしいぞ　     伊万里牛
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家
族
や
大
切
な
人
を
守
ろ
う
と
す
る
気
持
ち
。

伊
万
里
市
消
防
団
は
、
こ
う
し
た
気
持
ち
を
『
力
』

に
変
え
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
市
内
に
は
、
12
分
団
１
０
１
４
人
の
団
員

が
所
属
し
て
お
り
、
市
民
の
尊
い
生
命
や
財
産
を

火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
守
る
た
め
、
警
戒
警
備
や

厳
し
い
訓
練
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
今
回
は
そ
の
団
員
の
中
か
ら
、
各

分
団
の
ホ
ー
プ
を
紹
介
し
ま
す
。　
　
　
（
敬
称
略
）

第
４
部
（
団
員
）

松
尾　

潤（
祇
園
町
）

　大学卒業後、地元に帰ってき
た直後に祇園町の先輩から消防
団へ勧誘され、その先輩ととも
に活動できるということで入団
を決意しました。住民の火事に
対する恐れを取り除くため日々
奮闘していきたいと思います。

大坪分団

第
６
部
（
団
員
）

津
上　

浩
輝（

漁
港
）

　地元の先輩の誘いもあり、消
防団に入団しました。火事の現
場への出動、パトロール、訓練
など大変ですが、地域住民の安
心のため、団員の力を合わせて
頑張っていきたいと思います。

牧島分団

女
性
部
（
団
員
）

久
保
田　

優
子

（
二
里
町
川
東
）

　先輩の勧めで入団しました。
最初は不安でしたが皆さんの励
ましのお陰で５年目を迎えま
す。訓練は大変ですが、応急手
当指導員の資格も取得すること
ができました。これからも地域
貢献のため頑張る決意です。

団本部

消防団の概要

団 員 数 1,014 人
（4 月 1 日現在）

分 団 数 1 本部 12 分団
主な活動　火災の鎮圧
　　　　　風水害の軽減
　　　　　警戒警備
　　　　　行方不明者捜索
その他の　夏季訓練・夏季点検（8月）
活　　動　広報活動
　　　　　一般家庭の火の元点検
　　　　　年末警戒、消防出初式
　　　　　春、秋の火災予防運動
　　　　　火災防御訓練など

各分団のホープ紹介

第
２
部
（
団
員
）

江
﨑　

泰
三（

搦
町
）

　地元防災の要である消防団に
入団して３年目です。諸先輩か
らの指導を受け、「地元から火事
は絶対に出さない」という気持
ちで頑張っていこうと思ってい
ます。

伊万里分団

第
２
部
（
団
員
）

小
野　

慶
太（

市
村
）

　長年活躍された先輩に変わり
昨年入団しました。初めてのポ
ンプの操作や、消防訓練礼式を
中心とした夏期点検など、すべ
てが新鮮でした。まだまだ知ら
ないことばかりですが、地域の
役に立てるように頑張ります。

大川内分団

　
　
　

わ
た
し
の
ま
ち

守
り
ま
す

　

わ
た
し
の
家
族
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第
１
部
（
団
員
）

藤
尾　

見
敬（

小
黒
川
）

　他の新入団員が 20 代と若い
中、一昨年、35 才で消防団と
ラッパ隊に入団したオールド
ルーキーです。良き指導者、先
輩に恵まれ、自分のできる範囲
ではありますが、地域住民のた
めに頑張ります。

黒川分団

第
７
部
（
団
員
）

前
川　

淳
二（

木
場
）

　４年前、先輩の勧めもあり、
地域の安心安全のために貢献で
きると思い入団しました。訓練
などは厳しいですが、楽しく頑
張っています。波多津町の災害
ゼロをめざし、これからも頑
張っていきたいと思います。

波多津分団

第
５
部
（
団
員
）

川
崎　

晃

（
中
通
）

　消防団員は地域防災の要であ
ると思います。地元住民との
つながりを大事にして、諸先輩
方から数多くのことを学びなが
ら、これからの消防団活動に頑
張っていきたいと思います。

松浦分団

第
７
部
（
団
員
）

中
島　

克

（
長
野
）

　現在入団４年目になります。
入団１年後にはラッパ隊にも入
隊しました。今後も毎月２回の
伊万里消防署での練習には出来
るかぎり参加し、ラッパ吹奏の
上達に励みたいと思います。

大川分団

第
５
部
（
団
員
）

川
原　

壯
一
郎

（
滝
川
内
）

　消防団の父が、地元のために
活躍している姿を見て、自分も
地域のためにと思い入団しまし
た。まだ出動経験は少ないです
が、いつ災害などがあっても対
処できるよう、日ごろからジム
で体を鍛えて頑張っています。

東山代分団

第
５
部
（
団
員
）

前
田　

克
己

（
西
大
久
保
）

　先輩団員からの勧めで入団
し、２年目になりました。先輩
方の親切な助言や指導を受けな
がら、訓練や予防活動に励んで
います。今後も団員相互の親睦
を深め、地域の役に立てればと
思っています。

山代分団

地域を守る伊万里市消防団

南波多分団

第
４
部
（
団
員
）

古
賀　

和
博（

原
屋
敷
）

　先輩方に誘われ自分が役に立
つならと思い入団しました。消
防団活動は厳しさもありながら
も楽しくやっています。これか
らも一生懸命頑張りますので、
よろしくお願いします。

二里分団

第
１
部
（
団
員
）

水
尾　

彰
宏（

川
東
）

　地元の先輩方の勧めもあり、
平成 20 年度から入団しました。
初めての初任者訓練は、緊張感
を持って取り組みました。これ
からも二里町住民の安全・安心
の生活のため、消防団活動に取
り組みたいと思います。

あ
な
た
の
『
力
』
が

必
要
で
す
。

安
全
で
安
心
で
き
る

ま
ち
を
め
ざ
し
て
、

団
員
と
し
て
活
動
し

て
み
ま
せ
ん
か
。

MARI CITY FIRE VOLUNTEERI



6�009.5：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

　市は、皆さんの身近な生活に関わる行政情報を積極的に提供し、市民参加によるまちづくりをめざすため『ま

ちづくり出前講座』を行っています。昨年度は、実施回数 111 回、延べ 4,967 人の参加がありました。

　皆さんが知りたいこと、聞いてみたいことなどを、下記のメニューから選んでください。市職員が皆さん

のもとに出向いて学習のお手伝いをします。

●対　象　市内に在住、通勤、通学しているおおむね 10 人以上の団体

●時　間　午前９時から午後９時の間で、２時間以内

●場　所　市内のみで、受講場所の確保は申込者でお願いします

●講師料　無　料

●申込方法　受講予定の２週間前までに、受講申込書を男女協働・まちづく

　り課まで提出してください。FAX、メールでも受け付けます

※申込書とメニュー表は、男女協働・まちづくり課、各町公民館、市民図書館、

　市民センターにあります

●申込・問合先　男女協働・まちづくり課（　 ☎㉓２１１５　  ㉒７２１３）
　　　　　　　　E メール：danjyo-machizukuri@city.imari.lg.jp

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

市

政

１ 市政の動きについて（市長講話）
２ 『市長と語る』( 座談会形式）
３ 行政改革について
４ 第５次伊万里市総合計画について
５ 伊万里湾の開発について
６ 伊万里市の国際交流について
７ 考えてみましょう！『男女協働参画』
８ 食のまちづくりについて
９ 市民との協働のまちづくりについて
10 地域の元気推進事業について
11 情報化の推進について
12 伊万里市の家計簿（財政）
13 地籍調査の話
14 道路の話
15 都市計画の話
16 下水道の話

福
祉
・
健
康

17 高齢者福祉について
18 介護保険について
19 認知症を学び地域で支えよう
20 介護予防について
21 国民健康保険について

22 長寿医療制度（後期高齢者医療制度）
について

23 たっしゃか体操
24 生活習慣病予防について
25 高齢者の健康づくりについて
26 歯の健康づくりについて
27 地域福祉の充実について
28 障害者自立支援法について

29 伊万里市次世代育成支援行動計画・いま
り子ども・子育て応援プランについて

30 患者にやさしい心臓 CT 検査について
31 糖尿病はじめの一歩
32 メタボリック症候群について

ｼﾞｬﾝﾙ 番号 講　座　名

く
ら
し

33 伊万里市の防災について
34 国民年金について
35 税のしくみについて
36 水道の話
37 防火教室
38 救急教室

環
境

39 家庭でできる地球温暖化対策
40 ごみの分別とリサイクルについて
41 犬・ねこの飼い方について
42 伊万里市の環境の状況

産
業
・
観
光

43 伊万里市の農業について
44 伊万里市の林業・水産業について
45 伊万里市の商工業について
46 伊万里市の観光について
47 農業者年金について
48 農地の転用、売買、貸借について

教
育
・
文
化
・
ス
ポ
Ⅰ
ツ

49 『伊万里学』について
50 家庭教育について
51 高齢者の生きがいと役割について

52 すこやかいまりっこ ( 青少年）の育成に
ついて

53 生涯『楽習』とまちづくりについて
54 女性問題 ( 役割・生き方など）について

55 いっしょに考えましょう！私たちの人
権・同和問題

56 伊万里の文化財
57 伊万里の史跡めぐり
58 伊万里の資料館見学ガイド
59 子どもの生きる力について
60 図書館を上手に使う
61 家読について
62 新体力テストおよびニュースポーツの指導

選 挙 63 明るい選挙について
その他 64 その他（希望講座をご相談ください）
※この講座は、苦情や陳情の場ではありません

まちづくり出前講座をご利用ください

ま ち
づくり

平成 21 年度 まちづくり出前講座メニュー

FAX

※No4『第 5 次伊万里市総合計画について』は議会の議決後に
講座開設します
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　予知が困難とされる地震と違い、台風や大雨はある程度まで時期や規模を予測す

ることができます。しかし、突発的な局地的豪雨のように予測が難しいものもあり、

大きな被害をもたらすことがあります。これらの被害を最小限度にとどめるために、

正確な気象情報の収集と、身近な環境変化に注意しましょう。

いつ起こるのかわからない水害、
　　　　　だからこそ日ごろからの備えが必要です

５月は水防月間です

もし、洪水が起きたときの避難方法

歩ける深さは男性で約 70
㌢、女性で約 50 ㌢。水の
深さが腰まである場合、無
理は禁物です。水に浸かっ
ていない場所で救助を待ち
ましょう

水面下では、どんな危険が潜ん
でいるかわからないので、長い
棒を杖代わりにして安全を確認
しながら歩きましょう。はぐれ
ないようにお互いの体をロープ
で結んで避難しましょう

素 足、 長 靴 は 禁 物。
ひもでしめられる運
動靴が良いでしょう

高齢者や身体の不自由な人は背
負いましょう。幼児は浮き袋、
乳児はベビーバスなどを利用し
安全を確保して避難しましょう

移動は常に
安全確認しながら

幼児や高齢者の
安全を確保する

靴は水中でも
脱げないものを選ぶ

　佐賀県では、県民の皆さんの安全・安心を確保するた

めの一助として、携帯電話などのメール機能を使った各

種防災情報などを配信するシステム『防災ネットあんあ

ん』を運用しています。皆さんもぜひ登録して、地域の

防災活動や安全・安心の確保に役立てましょう。

《配信される情報》

1. 防災情報　2. 防犯情報　3. 緊急情報

4. 火災情報　5. 災害発生時の安否確認情報

　安全・安心情報を手に入れよう

『防災ネット あんあん』

防
災
ネ
ッ
ト
あ
ん
あ
ん

　

佐
賀
県
情
報
Q
R
コ
ー
ド

※携帯電話のバーコードリーダー機能で撮影す

　ると簡単に登録サイトへ進むことができます

○防災ネットあんあん　http://esam.jp/

●問合先　佐賀県統括本部消防防災課

　　　　　　　（☎０９５２㉕７０２６）

１
無理に水の中を歩かない

２
３４

備えは　　 　ですか？万全
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健（検）診名
対象者

生年月日 年齢

①
集
団
健
診
（
生
活
習
慣
病
予
防
）

特定健康診査
( 国保被保険者 )

昭和 14 年４月１日〜
昭和 45 年３月 31 日

40 歳〜 70 歳

30歳代健康診査
昭和 45 年４月１日〜
昭和 55 年３月 31 日

30 歳〜 39 歳

結核検診
昭和 14 年４月１日〜
昭和 20 年３月 31 日

65 歳〜 70 歳

肺がん検診
昭和 14 年４月１日〜
昭和 45 年３月 31 日

40 歳〜 70 歳

前立腺検診
昭和 15 年４月１日〜
昭和 35 年３月 31 日

50 歳〜 69 歳

子宮がん検診
昭和 55 年 3 月 31 日
以前

30 歳以上

日　程 会　場

５月 26 日（火） 二里公民館

５月 27 日（水） 東山代公民館

５月 29 日（金） 南波多公民館

６月   ２日（火） JA 大川支所

６月 26 日（金） 山代公民館

６月 30 日（火） 波多津公民館

７月  １日（水） 黒川公民館

７月  2 日（木） 松浦公民館

７月３日（金）、
６日（月）〜９日（木）

市民センター

※お住まいの地区以外の会場でも受
　診できます

②
個
別
健
診

特定健康診査
( 国保被保険者 )

昭和 10 年４月１日〜
昭和 45 年３月 31 日

40 歳〜 74 歳

長寿健康診査
（後期高齢者医
療被保険者）

昭和  ９年３月 3１日
以前

75 歳以上など

日　程 会　場

５月26日〜７月31日 特定健康診査
実施医療機関

６月９日〜７月31日 特定健康診査
実施医療機関

●問合先　健康づくり課（　 ☎㉒３９１６）

対象者・日程・会場

生活習慣病予防健康診断を受けましょう

　食生活の乱れや運動不足などが蓄積することにより発症する生活習慣病が増えています。

生活習慣病（がん、虚血性心疾患、脳血管疾患など）は、日本人の死因の約６割を占め、生

活の質を低下させる危険が非常に高い病気です。健康な生活を送るために、健康診断を受け

ましょう。

●特定健康診査（メタボリックシンドローム予防）

　特定健康診査は、各医療保険者（国民健康保険など）に実施が義務付けられています。伊

万里市国民健康保険に加入されている 40 歳〜 74 歳までの人を対象に、受診票を 5 月中旬

に世帯ごとに郵送します。

※国民健康保険以外の健康保険組合などに加入されている人やその被扶養者の人は、それぞ

　れの医療保険者からの案内により、受診してください

今年より、特定健康診査は

　① 集団健診（各町公民館などで実施する総合健診）

　② 個別健診（特定健康診査実施医療機関で実施）
いずれかを選んで受診できますので、

『受診票』と『保険証』を持参し、受診してください

自分自身の健康づくりや家族のために

※年度内に 75 歳になる人（昭和９年４月１日〜昭和 10 年３月 31 日生まれ）については、受診日の

　年齢で、該当する個別健診を受けてください

※長寿健康診査では生活習慣病で通院中の人は対象となりません
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30 歳代（集団のみ）　700 円

40 歳〜 69 歳　  　1,200 円

70 歳〜 74 歳　        600 円

※長寿健康診査（75 歳以上など）
　は無料です

特定健康診査などの受診料金

地 区 医療機関名

伊万里

 岡村医院

 たなか内科クリニック

 夏秋医院

 日高医院

大　坪

 加茂医院

 口石病院

 隅田病院

 堀田病院

 前田病院

立　花

 鈴山内科小児科医院

 山口病院

 いび整形外科

特定健康診査実施医療機関（市内）

がん検診

検診名 対象年齢
（年度末）

がん検診受診料金 総合健診以外の
実施月 実施場所

〜 69 歳 70 歳〜

結核・

肺がん検診

71歳以上
70 歳未満の人は
集団健診で実施

肺がん
　　   300 円
喀
かく

痰
たん

　　   500 円

100 円

300 円 5 月〜　6 月

9 月〜10 月
各町公民館、
市民センター
など

大腸がん検診 40歳以上 　　   600 円 300 円

胃がん検診 40歳以上 1,000 円 500 円

乳がん検診 40歳以上

50歳〜
1,000 円

40歳代
1,500 円

500 円 6 月〜12 月

子宮がん検診
20歳以上

集団健診を受診
されていない人

（個別）
　  2,000 円

（※集団）
　　   900 円

　1,000 円

400 円

7 月〜12 月 市内指定
医療機関

地 区 医療機関名
黒　川  小島病院

波多津  小島医院

南波多
 小島医院

 助廣医院

大　川  大川野クリニック

二　里

 小副川医院

 山元記念病院

 伊万里市立市民病院

東山代  立石医院

山　代

 社会保険浦之崎病院

 西田病院

 水上医院

医療保険の種別に関係なく、職場などで検診を受けて
いない人は受診することができます

●

対
象
者　

　

健
康
づ
く
り
や
生
き
が
い
づ
く
り
に
関
心
の
あ

　

る
18
歳
以
上
の
市
民

●

募
集
定
員

▽
常
設
型
講
座　

50
人

▽
公
開
型
講
座　

開
催
時
に
随
時
募
集

●

開
講
期
間

　

６
月
〜
平
成
22
年
３
月
（
年
10
回
程
度
開
催
）

●

開
講
時
間

　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時
30
分

●

会　

場

　

伊
万
里
市
民
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

受
講
料　

原
則
無
料

※
材
料
費
な
ど
を
必
要
と
す
る
場
合
は
実
費
負
担

　

と
な
り
ま
す

●

申
込
期
限　

５
月
29
日
（
金
）

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す

●

申
込
・
問
合
先　

健
康
づ
く
り
課

（　

☎
㉒
３
９
１
６
）

受
講
生
募
集
！

第
３
回
さ
わ
や
か
健
康
づ
く
り
大
学

※詳しい日程、会場については健康カレンダーや市役所だよりなどをご覧ください

　

さ
わ
や
か
い
ま
り
健
康

づ
く
り
大
学
（
愛
称
：
健

康
よ
か
ば
い
カ
レ
ッ
ジ
）

は
、
日
本
一
の
健
康
長
寿

の
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し

て
、
健
康
づ
く
り
や
生
き

が
い
づ
く
り
を
楽
し
く
学

べ
る
講
座
で
す
。

　

今
年
も
多
彩
な
内
容
で

開
催
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
、
ふ
る
っ
て
ご
参
加
く

だ
さ
い
。

※地区に関係なく、希望する医療機関で受診できます
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伊
万
里
市
と
長
崎
県
松
浦
市
で

は
『
環
・
伊
万
里
湾
核
都
市
研
究

会
』
を
組
織
し
、
県
境
を
越
え

た
地
域
発
展
策
を
研
究
し
て
い
ま

す
。
そ
の
一
環
と
し
て
両
市
共
同

に
よ
る
物
産
展
を
一
昨
年
よ
り
開

催
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
、
４
月
18
日
に
鷹
島
肥

前
大
橋
が
開
通
し
、
多
く
の
観
光

客
が
訪
れ
て
い
る
松
浦
市
鷹
島
町

で
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

両
市
の
新
鮮
な
農
水
産
物
な
ど

伊
万
里
市
と
松
浦
市
の
共
同
物
産
展
開
催

 
伊
万
里
・
松
浦
ど
っ
ち
も
う
ま
か
祭さ

い

ら

の
特
産
品
を
出
展
す
る
ほ
か
、
抽

選
会
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
出
か
け
く
だ

さ
い
。

●

日　

時　

　

５
月
16
日
（
土
）
〜
17
日
（
日
）

午
前
10
時
〜
午
後
６
時

※
最
終
日
は
午
後
５
時
ま
で

●

場　

所　

松
浦
市
鷹
島
町
道
の

　

駅
『
鷹た

か

ら
島じ

ま

』

●

問
合
先　

商
工
観
光
課

（　

☎
㉓
２
１
１
０
）

子
ど
も
が
病
気
の
治
り
か
け
の
と
き
な
ど
に
ご
利
用
く
だ
さ
い

は
じ
ま
り
ま
す
！
病
後
児
保
育

　

６
月
１
日
か
ら
、
旧
前
田
病
院

（
伊
万
里
町
甲
３
４
３
番
地
）
で
実

施
し
ま
す
。

※
病
後
児
保
育
を
利
用
す
る
と
き

は
、
必
ず
事
前
登
録
が
必
要
で

す
。
５
月
12
日
（
火
）
よ
り
福

祉
課
子
育
て
支
援
室
で
登
録
受

付
を
行
い
ま
す

　

子
ど
も
が
風
邪
、
ぜ
ん
そ
く
な

ど
の
疾
患
で
治
り
か
け
の
と
き

や
、
は
し
か
、
水
ぼ
う
そ
う
、
お

た
ふ
く
か
ぜ
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

な
ど
の
感
染
の
恐
れ
が
な
く
な
っ

た
も
の
の
、
ま
だ
保
育
園
や
学
校

に
行
か
せ
る
こ
と
が
困
難
な
と
き

に
利
用
で
き
ま
す

※
皮
膚
科
・
耳
鼻
科
・
眼
科
・
外

　

科
関
連
の
病
後
児
の
利
用
も
で

　

き
ま
す
（
医
師
か
ら
の
連
絡
票

　

が
必
要
で
す
）

※
お
預
か
り
で
き
な
い
場
合

　

38
℃
以
上
の
発
熱
の
場
合
や
激

　

し
い
腹
痛
、
頻
繁
に
起
こ
る
下

　

痢
・
嘔
吐
の
場
合

　

伊
万
里
市
内
に
住
所
を
有
す
る

１
歳
か
ら
小
学
校
３
年
生
ま
で
の

児
童
で
、
病
気
の
回
復
期
に
あ
り
、

集
団
保
育
な
ど
が
困
難
な
児
童
が

対
象
と
な
り
ま
す

●

お
預
か
り
期
間

　

利
用
さ
れ
た
日
か
ら
５
日
以
内

●

定　

員　

２
名
（
申
込
順
）

●

利
用
時
間
な
ど

　

月
〜
金
曜
日

　

午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分

（
延
長
保
育
は
あ
り
ま
せ
ん
）

※
土
・
日
・
祝
日
、
８
月
13
日
〜

　

15
日
、
年
末
年
始
は
お
休
み

▽
午
前
８
時
〜
午
後
５
時
30
分

２
，
０
０
０
円

▽
午
前
８
時
〜
午
後
０
時
30
分　

　

ま
た
は
午
後
１
時
〜
５
時
30
分　

１
，
０
０
０
円

※
そ
の
他
開
所
時
間
内

　

１
時
間
あ
た
り
300
円

※
30
分
を
超
え
る
場
合
は
１
時
間

　

と
み
な
し
ま
す

●

事
前
受
付
・
問
合
先

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（　

☎
㉓
２
１
７
４
）

　

伊
万
里
市
で
は
、
保
護
者
が
就
労
な
ど
に
よ
り
病
気
回
復
期
の
子
ど

も
を
自
宅
で
保
育
で
き
な
い
場
合
に
、
子
ど
も
を
一
時
的
に
預
か
り
、

安
心
し
て
就
労
な
ど
が
で
き
る
よ
う
病
後
児
保
育
を
開
始
し
ま
す
。

い
つ
か
ら
利
用
で
き
る
の

ど
ん
な
と
き
に
利
用
で
き
る
の

誰
が
利
用
で
き
る
の

い
つ
利
用
で
き
る
の

利
用
料
金
は
い
く
ら

病後児保育、耳慣れ
ない言葉だけど、詳
しいことを教えて

わかりやすく、病後
児保育について、説
明します

事前登録は
５月1�日（火）から
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■対象者
伊万里市国民健康保険に加入している人で、以下の

条件すべてに該当される人

①受診時に 40 歳以上 74 歳以下の人（入院療養中の人

を除く）

②伊万里市国民健康保険税の滞納がない人

③平成 21 年 4 月以降に人間ドック・脳ドックの受

診をしていない人

④特定健康診査を受けていない人

■内　容

《人間ドック》
▶自己負担額　14,520 円

▶指定医療機関　市民病院など市内６病院

▶検査項目

　血液検査、尿検査、心電図、腹囲測定など 15 項目

《脳ドック》
▶自己負担額　17,640 円

▶指定医療機関　山元記念病院、有田共立病院

▶検査項目

　頭部 MRI、血液検査、尿検査、腹囲測定など９項目

※どちらも人数制限がありますので申し込みはお早

めに。また、申し込みをする人は、市から郵送さ

れてきた特定健診の受診券を、持参してください

■申込・問合先　長寿社会課医療保険係

　　　　　　　　　（　 ☎㉓２１５３）

　

３
歳
か
ら
小
学
校
就
学
前
児
童

を
対
象
と
し
て
、
平
成
21
年
３
月

診
療
分
ま
で
入
院
お
よ
び
歯
科
に

係
る
医
療
費
の
助
成
を
行
っ
て
い

ま
し
た
が
、
平
成
21
年
４
月
診
療

分
か
ら
は
更
に
通
院
・
調
剤
を
加

え
て
助
成
を
開
始
し
ま
す
。

●

助
成
対
象
者

　

市
内
に
住
所
を
有
す
る
３
歳
か

　

ら
小
学
校
就
学
前
の
児
童

●

助
成
対
象

　

全
医
療
（
入
院
・
歯
科
・
通
院
・

　

調
剤
）

　

い
ま
り
秋
祭
振
興
会
で
は
、
伊

万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
に
つ
い

て
、
広
く
意
見
を
聴
き
、
今
後
の

祭
り
運
営
の
参
考
に
さ
せ
て
い
た

だ
く
た
め
、
意
見
交
換
会
を
開
催

し
ま
す
。
そ
こ
で
会
議
に
参
加
し
、

ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
て
い
た
だ
く
市
民
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●

応
募
資
格

　

満
20
歳
以
上
の
市
民

（
平
成
21
年
４
月
１
日
現
在
）

●

募
集
人
員　

10
人
程
度

●

選
考
方
法　

応
募
者
多
数
の
場

　

合
は
、
居
住
地
、
年
齢
な
ど
を

　

考
慮
し
決
定
し
ま
す

●

内　

容　

市
民
委
員
と
し
て
『
意

意
見
交
換
会
の
市
民
委
員
を
募
集
し
ま
す

　

み
ん
な
で
語
ろ
う　

伊
万
里
ト
ン
テ
ン
ト
ン
祭

　

見
交
換
会
』
に
参
加
し
て
い
た

　

だ
き
ま
す
。
こ
の
『
意
見
交
換

　

会
』
は
市
民
委
員
の
ほ
か
、
い

　

ま
り
秋
祭
振
興
会
会
員
な
ど
で

　

構
成
さ
れ
ま
す

●

応
募
締
切

　

５
月
18
日
（
月
）
午
後
５
時

●

意
見
交
換
会

▽
日　

時　

　

５
月
28
日
（
木
）

　
　
　
　
　
　

午
後
６
時
30
分
〜

▽
場　

所　

市
役
所
大
会
議
室

※
傍
聴
で
き
ま
す
（
会
場
の
都
合

　

に
よ
り
入
場
を
制
限
す
る
場
合

　

が
あ
り
ま
す
）

●

応
募
・
問
合
先　

商
工
観
光
課

（　

☎
㉓
２
１
１
０
）

平
成
�1
年
４
月
診
療
分
か
ら
全
医
療
が
対
象
に

乳
幼
児
医
療
費
助
成
の
対
象
を
拡
大
し
ま
す

※
保
険
給
付
の
医
療
費
が
対
象
と

　

な
り
ま
す

●

助
成
内
容　

一
部
負
担
金
相
当

　

額
か
ら
保
険
医
療
機
関
お
よ
び

　

保
険
者
ご
と
に
入
院
・
入
院
外

　

に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
１
か
月

あ
500
円
（
自
己
負
担
額
）
を
控
除

　

し
た
額
を
助
成
し
ま
す

※
レ
セ
プ
ト
一
枚
当
た
り
500
円
を

控
除
し
た
額
を
助
成
し
ま
す

●

助
成
方
法
（
償
還
払
い
）

　

医
療
費
を
一
旦
、
医
療
機
関
の

　

窓
口
で
支
払
い
、
後
日
福
祉
課

　

子
育
て
支
援
室
へ
申
請
を
し
て

　

く
だ
さ
い

●

申
請
に
必
要
な
も
の

○
印
鑑
（
朱
肉
使
用
の
も
の
）

○
保
険
診
療
総
点
数
が
確
認
で
き

　

る
領
収
書
ま
た
は
医
療
機
関
か

　

ら
の
証
明

○
助
成
対
象
者
の
健
康
保
険
証

○
指
定
す
る
振
込
先
の
通
帳

（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
を
除
く
）

●

受
付
・
問
合
先

　

福
祉
課
子
育
て
支
援
室

（　

☎
㉓
２
１
７
４
）

人間ドック脳ドック受診に助成します
本年度から、限られた財源の中でより多くの人に受診し
てもらうよう自己負担額を３割から５割へ改定しました
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　ふるさと伊万里への共感や、ふるさとへの愛着を抱く市出身者
など全国の伊万里ファンの皆さまからご寄附をいただいた『ふる
さと応援寄附金』について、平成 20 年度の寄附状況と活用する
事業についてご報告します。

ふるさと伊万里応援寄附金の

　平成 �0 年度の寄附状況と活用事業

歴史、文化を
活かした
ふるさとづくり

  市民による
　  まちおこし

自然環境の保全

陶器商家資料館

二里町カワニバル

カブトガニの展示

■ 平成 21 年度予算で活用する内容
　市長おまかせコースへの寄附金と合わせて、237
万 1,000 円を都市開発課の『伊万里津景観形成事業』
へ充当し、伊万里川河畔に古伊万里の積み出しで栄
えた当時の伊万里津を壁画で再現します。

■ 平成 21 年度予算で活用する内容
　９万 5,000 円を男女協働・まちづくり課の『地域
の元気推進事業』へ充当し、市民と行政との協働に
より元気なまちづくりに取り組む地域を支援し、地
域の自主・自立によるまちづくり事業を推進します。

■ 平成 21 年度予算で活用する内容
　50 万円を生涯学習課の『カブトガニ展示館建設等
支援事業』へ充当し、地元保護団体が取り組むカブ
トガニ展示館の建設事業費などに補助を行います。

　ご寄附いただきました皆さま、誠にありがとうございました

【平成 20 年度寄附状況】

【平成 20 年度寄附状況】

【平成 20 年度寄附状況】

市長おまかせ
上記の①〜③のいずれの事業
も指定されなかった場合は市
長が寄附者に代わって事業を
選択させていただきます

【平成 20 年度寄附状況】

■ 平成 21 年度予算で活用する内容
　163 万 4,000 円を①歴史、文化を活かしたふるさ
とづくりコースの『伊万里津景観形成事業』へ充当
させていただきました。

　皆さまより、ご寄附いただいた寄附金の総額（件数）は、324 万 1,000 円（35 件）です。伊万
里市では、寄附をしていただいた皆さまの意向に沿う『まちづくり』をめざし、平成 21 年度予算へ
活用させていただきます。なお、寄附金の内訳および各事業で活用する内容は次のとおりです。また、
残りの寄附金については、これからの事業に大切に活用させていただく予定です。

■問合先　財政課（　☎㉓２１１２）

86万6,000円（９件）

10万5,000円（５件）

50万円（１件）

177万円（�0件）

①

②

③

④

伊万里市長
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の
ぼ
り
節ぜ

っ

供く

は
旧
暦
五
月
五

日
の
行
事
で
し
た
が
、
明
治
時

代
に
新
暦
が
採
用
さ
れ
た
の
で
、

現
代
で
は
五
月
五
日
か
六
月
五

日
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

旧
暦
五
月
を
『
さ
つ
き
』
と

い
い
ま
す
。『
さ

（
田
の
神
の
こ

と
）
月
』
が
語

源
で
す
。
田
植

え
の
時
期
に
あ

た
り
ま
す
。
田

植
え
は
神
聖
な

こ
と
と
さ
れ
た

の
で
、
旧
暦
五
月
五
日
ご
ろ
に

早
乙
女
（
さ
・
お
と
め
＝
田
の

神
に
仕
え
る
乙
女
）
は
、
魔
よ

け
の
力
が
あ
る
と
さ
れ
た
菖

し
ょ
う

蒲ぶ

で
屋
根
を
葺ふ

い
た
小
屋
に
籠こ

も
っ
て
身
を
清
め
ま
し
た
。
現

代
で
も
菖
蒲
湯
に
入
る
の
は
、

そ
の
名
残
で
す
。

　

こ
の
菖
蒲
が
『
尚

し
ょ
う

武ぶ

（
武
を

た
っ
と
ぶ
こ
と
）』
や
『
勝
負
』

と
音お

ん

が
同
じ
な
の
で
、
勇
ま
し

い
男
の
子
の
節
供
に
変
わ
っ
た

の
で
す
。
武
者
幟の

ぼ
りや

鯉
幟
を
立

て
る
の
で
、
の
ぼ
り
節
供
と
い

い
ま
す
が
、
こ
れ
も
田
の
神
を

迎
え
る
た
め

に
立
て
た
目

印
が
も
と

だ
っ
た
と
さ

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
火

事
よ
け
の
ま

じ
な
い
に
屋

根
の
軒
先
に
菖
蒲
と
蓬

よ
も
ぎ

を
刺
し

た
り
、
魔
よ
け
の
ま
じ
な
い
に

菖
蒲
を
鉢
巻
き
の
よ
う
に
巻
い

た
り
し
ま
し
た
。
粽

ち
ま
き

団だ
ん

子ご

や
ガ

ン
ビ
ャ
ア
ダ
ゴ
（
サ
ル
ト
リ
イ

バ
ラ
の
葉
で
包
ん
だ
団
子
）
を

食
べ
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

災
厄
を
は
ら
い
、
男
の
子
の
健

や
か
な
成
長
を
祈
っ
た
の
で
す
。

の
ぼ
り
節
供

〜
早さ

乙お
と

女め

の
清
め
か
ら
男
の
子
の
節
供
に
変
わ
っ
た
行
事
〜

　
　
　

伝
統
の
祭
り
や
行
事
⑤

◆
問
合
先　

生
涯
学
習
課

　
　
　
（
☎
㉓
３
１
８
６
）

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
隔
月
の
シ
リ
ー
ズ
で
掲
載

し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
手
が
か
り
に
、家
庭
で
人
権
・

同
和
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

みんなで
考えよう

人権・同和問題
Ｎo.181

　

先
日
、
街
中
で
の
こ
と
で
す
。

子
ど
も
さ
ん
の
買
い
物
で
し
ょ
う

か
、
祖
母
ら
し
い
人
が
二
歳
前
後

の
お
孫
さ
ん
を
背
に
お
ぶ
っ
て
、

そ
の
後
に
両
親
が
三
、
四
歳
ぐ
ら

い
の
息
子
さ
ん
と
手
を
つ
な
い

で
、
に
こ
や
か
に
話
し
な
が
ら
、

子
ど
も
さ
ん
の
歩
調
に
合
わ
せ
、

ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
行
か
れ
ま
し

た
。
そ
れ
だ
け
の
あ
り
ふ
れ
た
光

景
で
し
た
が
、
私
は
な
ぜ
か
立
ち

止
ま
っ
て
、
し
ば
し
、
そ
の
家
族

の
後
姿
を
見
や
っ
て
い
ま
し
た
。

　

と
い
う
の
も
、
そ
の
一
人
ひ
と

り
が
何
と
も
言
え
な
い
、

に
こ
や
か
な
顔
で
、
生
き

生
き
と
し
た
表
情
を
し
て

お
ら
れ
た
か
ら
で
す
。
そ

の
雰
囲
気
か
ら
き
っ
と
こ

の
家
族
は
、
親
子
の
絆

き
ず
な

で

固
く
結
ば
れ
、
い
つ
も
笑

い
の
絶
え
な
い
明
る
い
家

庭
を
築
い
て
お
ら
れ
る
の

だ
ろ
う
と
、
自
分
ま
で
ほ
の
ぼ
の

と
し
た
温
か
い
気
持
ち
に
な
り
ま

し
た
。

　
『
子
は
か
す
が
い
』
と
い
う
言
葉

が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
言
葉
と
は

裏
腹
に
、
連
日
の
よ
う
に
新
聞
や

テ
レ
ビ
で
は
『
親
の
子
殺
し
』『
子

の
親
殺
し
』
と
い
っ
た
殺
伐
と
し

た
暗
い
報
道
が
多
く
、
何
と
も
い

た
た
ま
れ
な
い
心
苦
し
い
気
持
ち

に
な
り
ま
す
。
こ
の
ご
家
族
の
よ

う
に
、
親
子
の
愛
情
あ
ふ
れ
る
温

か
い
ふ
れ
あ
い
家
庭
が
築
か
れ

て
い
く
な
ら
、
き
っ
と
、
こ
の

よ
う
な
悲
惨
な
事
件
は
、
一
件

も
起
き
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

人
が
人
と
し
て
の
道
を
歩
む

そ
の
礎
は
、
親
が
子
に
注
ぐ
一

途
な
愛
情
や
躾

し
つ
け
に
よ
っ
て
、
そ

の
心
が
育
ま
れ
る
も
の
で
す
。

『
子
は
か
す
が
い
』『
親
子
の
絆
』

と
い
っ
た
言
葉
が
死
語
と
な
ら
な

い
よ
う
に
「
父
さ
ん
、
母
さ
ん
の

子
ど
も
で
良
か
っ
た
」
と
言
っ
て

く
れ
る
子
育
て
や
親
子
の
関
係
を

大
切
に
育
て
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　
『
ほ
の
ぼ
の
出
会
い
』

子
育
て
に
思
う

　

３
月
29
日
、
市
民
セ
ン
タ
ー
で

第
17
回
伊
万
里
少
年
少
女
合
唱
団

30
周
年
記
念
発
表
会
が
あ
り
ま
し

た
。
市
内
外
の
小
学
２
年
生
か
ら

６
年
生
ま
で
の
団
員
18
人
が
、『
崖

の
上
の
ポ
ニ
ョ
』
な
ど
の
ジ
ブ
リ

メ
ド
レ
ー
な
ど
を
歌
い
ま
し
た
。

伊
万
里
少
年
少
女
合
唱
団
・
創
立
�0
周
年
記
念
発
表
会

今
回
は
、
創
立
30
周
年
を
記
念
し

て
『
オ
ズ
の
魔
法
使
い
』
に
挑
戦

し
、
手
作
り
の
衣
装
に
身
を
つ
つ

み
、
日
ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
存

分
に
、
楽
し
く
発
表
し
ま
し
た
。

こ
の
日
、
訪
れ
た
観
客
は
、
心
潤

う
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

み
ん
な
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に
挑
戦
し
ま
し
た

ミュージカルの本場・ブロードウェイ顔
負けの『オズの魔法使い』を披露。
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　中国・大連市で伊万里湾・アジアネットワーク事業推進

協議会による第２回目の『伊万里海洋食品文化交流会』が

開催されました。約 250 人が参加者した交流会では、試

食パーティーや伊万里焼の展示、大連市在住の主婦を対象

にハマチを使った料理教室などが行われ、伊万里湾ブラン

ドを昨年の中国・済南市に引き続き、大きくＰＲしました。

↑伊万里湾産ハマチの解体ショーは、多くの中国のメディアが注目

　　   『伊万里海洋食品文化交流会』第２弾！大連で伊万里湾ブランドをＰＲ！

　誰もが利用しやすい商品やサービスを推進する佐賀県Ｕ

Ｄ大賞の優秀賞に二里町の社会福祉法人『東方会』が輝き、

塚部市長に受賞報告を行いました。障害者支援施設や福祉

ホームを運営し、就労支援や地域との交流などの積極的な

取り組みが高く評価されました。大宅理事長は「これから

もさりげない支援を大切にしたい」と抱負を述べました。

↓佐賀県ＵＤ大賞の優秀賞に輝いた大宅理事長（中央）たち

　　　第 � 回佐賀県ユニバーサルデザイン（ＵＤ）大賞地域でさりげない支援を大切に

　『桜の駅』と親しまれ、桜の名所となって

いる山代町の松浦鉄道・浦ノ崎駅で『第１回

桜の駅まつり』が開かれました。これは地元

の人たちが数年前、花の数が少なくなるなど

桜の樹勢の衰えに気づき『浦之崎駅桜保存会』

を発足。樹木の伝染病の治療などを行い、樹

勢の回復した今年、開催したものです。駅前

ではコンサートが行われ、みんなの力で元気

に回復した満開の桜のもと、約 300 人の観

客は花見と歌を同時に楽しんでいました。

　　　ＭＲ浦ノ崎駅『第 1 回桜の駅まつり』みんなの力で桜が復活だっ

↓桜の駅で熱唱する『りょうこリンタナ＆オレンジムーン』

まちの話題

3.27

3.25

みんなの広場

3.29



　県道枝
え ざ ら ぎ

去木バイパスの開通式が大川町川西で行われ、塚

部市長らのテープカットにより本格的供用を開始しまし

た。以前の道路は、道幅が狭く、急勾配でカーブが連続し、

歩道もありませんでしたが、南波多町古川と大川町川西を

結ぶ約 1 ㌔の新しいバイパスの開通で、歩行者の安全性

の向上と移動時間の短縮が図られるようになりました。

↓開通式のテープカットをする塚部市長（中央）と来賓の皆さん

　　    枝去木バイパス開通式念 願の安全な道路が完成しました

15 �009.5

みんなの広場

↑協定書の調印を交わし握手する原口社協会長（右）と黒木社長

　県内で初めてとなるボランティア活動協定書調印式が、

伊万里市民センターで行われました。これは、伊万里市社

会福祉協議会と松島町の黒木建設株式会社が結んだもので、

多様なボランティアの要請に対して、企業からの社員派遣

など、積極的に協力してもらうものです。今後、地域貢献

活動の幅や輪が広がっていくことが期待されています。

　　　 ボランティア活動協定書調印式ボランティア活動に企業が積極協力

　東山代町脇野の地域活性化グループ『脇野よか隊』が主

催する『史跡巡りと明星桜花見』ツアーが行われました。

参加したのは市内外の 32 人。県天然記念物の明星桜や白

蛇山岩陰遺跡などの史跡を訪れ、昼食では、手作りの棚田

米の山菜ごはんやよもぎもちに大満足。脇野に点在する歴

史的遺産の探訪と自然を満喫したツアーとなりました。

↑県天然記念物『明星桜』の説明に熱心に聞き入る参加者たち

　　   住民手作りのふるさとをＰＲしました古代の歴史と脇野の自然を満喫

　平成 15 年の開校以来、幅広いジャンルからの著名人の

講演などを通して、地域の文化振興に努めてきた『いまり

浪漫大学』のお別れ講演が、市民会館で開かれました。こ

の日、前宮城県知事の浅野史郎さんと古川康佐賀県知事の

対談では「もっと地域を愛する気持ちを素直に出して」と

閉校を惜しむ会員ら 500 人に熱いエールを送りました。

↓軽快なテンポで語る浅野史郎さん（左）と古川康佐賀県知事

　　　いまり浪漫大学お別れ講演＆対談手づくりの浪漫大学、有終の美

3.27

3.29

このコーナーでは、あなたの周りの身近な出来事
や話題を待っています。市役所情報広報課広報係
までご連絡ください。（☎㉓４３１３広報係直通）

ＭＩＮ

ＨＩＲＯ

3.21

4.17
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頂
は
砦
跡
と
や
著
莪
の
花

海
の
色
空
の
色
と
も
区
別
な
く

　

お
ぼ
ろ
お
ぼ
ろ
と
霞
む
遠
景

立
花
町

松
尾　

昭
良

村
田　

妙
子

松
島
町

　

4
月
９
日
、
市
内
の
各
小
学
校

で
入
学
式
が
行
わ
れ
、
新
入
学
児

童
へ
『
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ

ー
』
が
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
し
た
。

市
が
交
通
安
全
へ
の
願
い
を
込
め

て
、
こ
れ
か
ら
毎
日
学
校
へ
通
う

新
入
学
児
童
全
員
に
贈
っ
て
い
る

も
の
で
、
今
年
の
対
象
児
童
は
589

人
で
す
。
こ
の
日
は
、
塚
部
市
長

が
大
坪
小
学
校
を
訪
れ
、
新
1
年

生
を
代
表
し
て
池
田

菜
々
子
さ
ん
へ
ラ
ン
ド

セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
り
ま

し
た
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ

ん
、
黄
色
い
ラ
ン
ド
セ

ル
カ
バ
ー
を
見
か
け
た

ら
、
ス
ピ
ー
ド
を
緩
め

る
な
ど
、
特
に
安
全
運

転
を
お
願
い
し
ま
す
。

新
1
年
生
の
皆
さ
ん
も

車
に
は
十
分
気
を
つ
け

て
く
だ
さ
い
ね
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
皆
さ
ん
、
安
全
運
転
を
お
願
い
し
ま
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

黄
色
い
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
プ
レ
ゼ
ン
ト

の
花
が
満
開
と

な
っ
た
３
月
下

旬
に
、
伊
万
里
市
木

工
芸
セ
ン
タ
ー
『
ピ

ノ
キ
オ
の
家
』
で
、

地
場
産
材
を
使
っ
た

学
習
机
作
り
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
万
里

産
の
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ

な
ど
の
間
伐
材
を
活

用
し
て
学
習
机
を
作

る
と
い
う
も
の
で
、

伊
万
里
市
西
松
浦
森

林
組
合
が
初
め
て
取

り
組
ん
だ
事
業
で
す
。

　

親
子
で
参
加
を
し

た
の
は
立
花
町
在
住

の
岩
永
英
之
さ
ん
、
愛
子
ち
ゃ
ん
、

吉
平
く
ん
。

　

今
回
の
机
作
り
に
申
し
込
ん
だ

き
っ
か
け
は
「
机
を
買
う
の
は
簡

単
だ
け
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
た
め

に
手
作
り
の
も
の
を
作
っ
て
あ
げ

た
か
っ
た
」
と
い
う
岩
永
さ
ん
。

　

最
初
は
、
遊
ん
で
い
た
子
ど
も

た
ち
も
、
次
第
に
机
の
形
に
な
っ

て
い
く
に
つ
れ
、
お
父
さ
ん
の
作

業
を
お
手
伝
い
す
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
慣
れ
な
い
電
動
工
具
に

苦
戦
し
な
が
ら
も
３
日
間
、
18
時

間
を
か
け
て
、
お
父
さ
ん
の
愛
情

が
た
く
さ
ん
込
め
ら
れ
た
、
世
界

で
た
だ
一
つ
の
手
作
り
の
机
が
完

成
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
机
作
り
を
通
し
て
、

伊
万
里
産
木
材
の
『
木
の
ぬ
く
も

り
』
と
親
子
で
一
緒
に
が
ん
ば
っ

た
『
手
作
り
の
ぬ
く
も
り
』
は
、

子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
か
け
が
え

の
な
い
思
い
出
と
な
り
ま
し
た
。

↑
ラ
ン
ド
セ
ル
カ
バ
ー
を
贈
呈
す
る
塚
部
市
長
（
奥
）

　

と
新
１
年
生
の
池
田
菜
々
子
さ
ん
（
手
前
）

桜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

ぬ
く
も
り
あ
ふ
れ
る
学
習
机
作
り

『
木
の
ぬ
く
も
り
』
と
『
手
作
り
の
ぬ
く
も
り
』
を
実
感

ピノキオの家で、みんなで力を
あわせて机を作る岩永さん親子
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古
こ

賀
が

 舞
まい

子
こ

さん

★
お
仕
事
は　

　

保
育
士
４
年
目
で
現
在
、
松
浦

保
育
園
に
勤
務
し
て
い
ま
す
★

い
つ
も
明
る
く
、
常
に
笑
顔
を

モ
ッ
ト
ー
に
、
子
ど
も
た
ち
と

楽
し
く
毎
日
過
ご
さ
せ
て
も
ら

っ
て
い
ま
す

(^^)
５
月
の
運
動
会

が
ん
ば
り
ま
す
っ
♥

★
趣
味
は　

高
校
時
代
か
ら
続
け

て
い
る
和
太
鼓
♬
現
在
、
Ｙ
Ａ

Ｋ
Ｏ
Ｚ
Ｅ
Ｎ
で
活
動
中
で
す
♬

各
地
域
イ
ベ
ン
ト
に
呼
ん
で
い

た
だ
け
た
ら
嬉
し
い
で
す
ね
♥

★
好
き
な
食
べ
物
は　

　

唐
揚
げ
が
大
好
物

(^^)

★
休
日
の
過
ご
し
方
は　

友
人
と

一
緒
に
佐
賀
市
な
ど
で
シ
ョ
ッ

ピ
ン
グ
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
♥

★立花町１丁目

★みずがめ座・Ｏ型
　

わ
た
し
は
ち
ょ
っ
と
は
ず
か
し

が
り
屋
な
ん
だ
け
ど
、
実
は
歌
が

大
〜
好
き
♬
レ
パ
ー
ト
リ
ー
も『
大

塚
あ
い
』
か
ら
『
あ
ゆ
』
ま
で
幅

広
い
ん
だ
よ
〜
★
将
来
は
歌
手
を

め
ざ
し
ま
す

(^^)
お
父
さ
ん
、
お
母

さ
ん
応
援
よ
ろ
し
く
お
願
い
ね
♥

福
ふく

島
しま

 瑠
る

唯
い

さん

　

い
つ
も
元
気
な
瑠
唯
ち
ゃ
ん
♬

こ
れ
か
ら
も
弟
と
仲
良
く
、
人
の

気
持
ち
が
分
か
る
清
楚
な
女
の
子

に
な
っ
て
く
だ
さ
い
ね
♥

★範
のり

幸
ゆき

・加
か

奈
な

さんの長女

★東山代町福和

(　  )３歳
３か月

17

(�� 歳)

  

血
管
と
心
臓
を
守
る
食
生
活

　

 

伊
万
里
市
立
市
民
病
院  

副
院
長（
内
科
）　
松
永
和
雄

　

動
脈
硬
化
は
、
心
筋
梗
塞
や
脳

梗
塞
と
い
う
日
本
人
の
死
亡
原
因

の
上
位
に
あ
げ
ら
れ
る
病

気
の
直
接
の
引
き
金
に
な

る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま

す
。
日
本
人
の
多
く
は
、
が
ん
を

除
け
ば
、
動
脈
硬
化
で
死
亡
す
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
最
近
、
肥
満
を
基
盤
と
す
る

現
代
病
と
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
は
、

内
臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
、
高
脂
血

症
、
高
血
圧
、
糖
尿
病
を
伴
う
こ

と
で
、
心
筋
梗
塞
や
脳
梗
塞
に
か

か
り
や
す
く
な
っ
た
状
態
を
い
い

ま
す
。
日
本
人
の
場
合
、
内
臓
脂

肪
蓄
積
と
は
、
Ｃ
Ｔ
で
へ
そ
の
高

さ
の
脂
肪
面
積
が
100
平
方
㌢
を
超

え
た
場
合
で
、
現
実
的
に
は
男
性

で
ウ
エ
ス
ト
が
85
㌢
、
女
性
で
90

㌢
に
相
当
し
ま
す
。

　

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
を
予
防

す
る
に
は
、
毎
日
の
食
生
活
が
重

要
な
カ
ギ
を
握
り
ま
す
。
主
要
な

エ
ネ
ル
ギ
ー
源
で
あ
る
炭
水
化
物

や
脂
質
、
こ
れ
ら
を
過
剰
に
と
る

と
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、
高
中

性
脂
肪
や
高
血
糖
、
肥
満
の
原
因

と
な
り
ま
す
。
特
に
炭
水
化
物
に

偏
っ
た
食
生
活
は
、
中
性
脂
肪
が

上
昇
し
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
（
善
玉
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
）
が

低
く
な
っ
て
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候

群
へ
誘
導
さ
れ
ま
す
。

　

一
方
、
脂
質
に
は
そ
の
構
成
し

て
い
る
脂
肪
酸
に
よ
り
、
動
物
性

脂
肪
、
植
物
性
脂
肪
、
魚
脂
に
分

類
さ
れ
ま
す
。

　

特
に
、
魚
脂
は
中
性
脂
肪
を
下

げ
、
動
脈
硬
化
を
抑
制
し
た
り
、

血
液
を
さ
ら
さ
ら
に
す
る
作
用
が

わ
か
っ
て
お
り
、
多
方
面
か
ら
血

管
と
心
臓
を
守
り
ま
す
。

　

エ
ス
キ
モ
ー
の
人
は
、
ア
ザ
ラ

シ
を
よ
く
食
べ
て
い
て
脂
肪
の
摂

取
が
多
く
、
野
菜
を
ほ
と
ん
ど
食

べ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
心
筋

梗
塞
が
少
な
い
こ
と
が
調
査
で
明

ら
か
に
さ
れ

て
い
ま
す
。

こ
れ
は
ア
ザ

ラ
シ
（
主
食
は
い
わ
し
）
の
脂
肪

の
中
に
多
量
の
魚
脂
が
含
ま
れ
て

い
て
、
こ
れ
が
心
筋
梗
塞
の
予
防

に
役
立
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

て
い
る
か
ら
で
す
。

　

ま
た
、
魚
を
食
べ
る
と
き
は
、

抗
酸
化
作
用
（
動
脈
硬
化
予
防
作

用
）
の
あ
る
緑
色
野
菜
、
ご
ま
、

大
豆
製
品
な
ど
を
組
み
合
わ
せ
る

と
よ
り
良
い
で
し
ょ
う
。
他
の
食

品
と
バ
ラ
ン
ス
を
と
り
な
が
ら
、

魚
を
多
く
摂
取
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

さ
ら
に
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群

の
人
は
、
食
事
療
法
だ
け
で
は
な

く
運
動
療
法
も
積
極
的
に
取
り
入

れ
る
と
良
い
で
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
と
は

メ
タ
ボ
予
防
に
は
・
・

魚
を
も
っ
と
食
べ
ま
し
ょ
う

メ
タ
ボ
の
予
防
は
毎
日
の
『
食
生
活
』
か
ら

 

ド
ク
タ
ー
ズ
・
ア
イ

動
脈
硬
化
に
要
注
意

●
問
合
先　

市
民
病
院
（
☎
㉓
４
１
２
１
）

　

今
、
話
題
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
症
候
群
。
そ
こ
で
今
回
は
、
メ
タ

ボ
予
防
の
食
生
活
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
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５月の市民スポーツ

５月の町民スポーツ

５日（火・祝）
●黒川町子どもすもう大会
　８時 30 分開会　黒川小学校
10 日（日）
●波多津町民体育祭
　８時 30 分開会　波多津運動広場
●二里町民体育大会
　９時 20 分開会　二里小学校
17 日（日）
●伊万里町民運動会
　９時 15 分開会　伊万里小学校
●大坪地区グラウンド・ゴルフ大会
　９時開会　大坪小学校
●立花地区グラウンド・ゴルフ大会
　８時 30 分開会　立花小学校
●大川内町民 �00 歳ソフトボール大会
　８時開会　大川内小学校
●松浦町民ミニバレーボール大会
　８時 30 分開会　東陵中学校
●西田旗争奪東山代町民
　スローピッチソフトボール大会
　８時 30 分開会　東山代運動広場
●山代町民グラウンド・ゴルフ大会
　８時 30 分開会　浦之崎運動広場
６月７日（日）
●伊万里町民球技大会
　８時 40 分開会　啓成中学校
●東山代町子ども会連合会
　　　　　グラウンド・ゴルフ大会
　８時 30 分開会　東山代運動広場ほか

２日（土）、３日（日）、５（火）、６日（水）
●市長旗争奪伊万里地区
　　　　　高等学校野球春季大会
　10 時開会　国見台野球場

３日（日）
●国見台陸上競技選手権大会
　９時開会　国見台陸上競技場
６月７日（日）
●伊万里市民グラウンド・ゴルフ大会
　８時30分開会　国見台陸上競技場ほか

　

４
月
５
日
、
国
見
台
陸
上
競
技

場
を
発
着
点
に
『
歩
き
た
く
な
る

街
・
伊
万
里
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
９
』

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
伊
万
里
の
自
然
や
歴

史
に
触
れ
な
が
ら
気
軽
に
健
康
づ

く
り
を
行
お
う
と
す
る
も
の
で
、

今
年
で
４
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

し
た
。
毎
年
元
気
に
参
加
さ
れ
て

い
る
101
歳
の
占
野
謹
吾
さ
ん
（
武

雄
市
）
を
は
じ
め
、
遠
方
か
ら
は

北
海
道
の
照
井
誠
司
さ
ん
な
ど
、

こ
れ
ま
で
で
最
多
の
503
人
の
参
加

が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
大
川
内
山
を
巡
る

秘
窯
の
里
・
鍋
島
コ
ー
ス
（
Ａ
・

約
15
㌔
、
Ｂ
・
約
12
㌔
）
と
市
街

地
を
巡
る
古
伊
万
里
コ
ー
ス
（
約

６
㌔
）
に
分
か
れ
て
マ
イ
ペ
ー
ス

で
歩
き
、
さ
わ
や
か
な
晴
天
の
も

と
、
満
開
の
桜
を
楽
し
み
な
が
ら
、

春を感じて笑顔で完歩

〜
歩
き
た
く
な
る
街
〜

伊
万
里
ウ
ォ
ー
ク
２
０
０
９

Ｉ
Ｍ

Ａ
Ｒ

Ｉ
　

Ｗ
Ａ

Ｌ
Ｋ

伊万里の自然や歴史を満喫

伊万里神社の桜のトンネルを進む
『古伊万里コース』の参加者

最
高
齢
者
賞
を
受
賞
し
た

占
野
謹
吾
さ
ん
（
武
雄
市
）

は
『
古
伊
万
里
コ
ー
ス
』

を
見
事
に
完
歩
し
ま
し
た

北
海
道
の
照
井
誠
司
さ
ん

は
『
秘
窯
の
里
・
鍋
島
Ｂ

コ
ー
ス
』
に
挑
戦
し
、
伊

万
里
の
自
然
を
実
感
し
ま

し
た

大川内山の散策も楽しんだ『秘窯
の里・鍋島コース』の参加者

心
地
よ
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ー
ル
後
、
完
歩
者
に
は
木
製

の
完
歩
証
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
伊
万
里
焼
な
ど
地
元
特
産
品

が
当
た
る
抽
選
会
や
地
域
婦
人
連

絡
協
議
会
の
皆
さ
ん
の
手
作
り
の

だ
ご
汁
が
振
る
舞
わ
れ
、
参
加
者

は
伊
万
里
の
春
の
一
日
を
満
喫
し

ま
し
た
。

も
う
す
ぐ
ゴ
ー
ル
。

笑
顔
が
出
ま
す
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平
成
21
年
４
月
１
日
付
け
で

左
記
の
２
人
が
人
権
擁
護
委
員

に
新
任
お
よ
び
再
任
さ
れ
ま
し

た
の
で
ご
紹
介
し
ま
す
。

　

な
お
、
任
期
は
平
成
21
年
４

月
１
日
か
ら
平
成
24
年
３
月
31

日
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
法
務
省

の
委
嘱
を
受
け
、
地
域
で
の
人

権
相
談
や
啓
発
活
動
を
行
う
あ

な
た
の
ま
ち
の
相
談
パ
ー
ト
ナ

ー
で
す
。い
じ
め
、差
別
、虐
待
、

セ
ク
ハ
ラ
、
配
偶
者
や
パ
ー
ト

ナ
ー
か
ら
の
暴
力
、
近
隣
の
騒

音
、
そ
の
他
人
権
に
か
か
わ
る

問
題
で
悩
み
が
あ
れ
ば
、
お
気

軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
問
合
先　

　

人
権
・
同
和
対
策
課

（　

☎
㉓
２
１
９
０
）

 【再任】
 原田 奈生美さん
（波多津町辻）

 【新任】
岩永 孝雄さん

（南波多町原屋敷）

人
権
擁
護
委
員
を

紹
介
し
ま
す

　

５
月
21
日
に
ス
タ
ー
ト
す
る

『
裁
判
員
制
度
』
ご
存
知
で
す
か
？

裁
判
員
制
度
と
い
う
言
葉
は
聞
い

た
こ
と
は
あ
る
け
ど
、
詳
し
く
内

容
を
理
解
し
て
い
る
人
は
少
な
い

と
思
い
ま
す
。

　

今
ま
で
は
、
客
観
的
な
関
わ
り

し
か
な
か
っ
た
裁
判
に
お
い
て
、

こ
れ
か
ら
は
裁
判
員
と
し
て
刑
事

裁
判
に
参
加
し
、
裁
判
官
と
一
緒

に
有
罪
や
無
罪
、
有
罪
の
場
合
は

刑
の
内
容
を
決
め
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
誰
も
が
今
ま

で
全
く
経
験
が
な
い
こ
と
を
す
る

た
め
、
裁
判
と
は
何
か
、
裁
判
員

と
し
て
正
し
い
裁
判
が
で
き
る
の

か
な
ど
、
不
安
や
疑
問
を
も
っ
て

い
る
人
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
㈳
伊
万
里
青
年
会
議

所
で
は
、
突
然
、
裁
判
員
に
選
ば

れ
て
も
お
く
す
る
こ
と
が
な
い
よ

う
制
度
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
不
安
や
疑
問
点
を
解

決
す
る
た
め
、
平
成
20
年
12
月
３

日
に
、
い
ま
り
法
律
事
務
所
の
弁

護
士
を
講
師
に
招
き
『
裁
判
員
模

擬
裁
判
〜
も
し
あ
な
た
が
選
ば
れ

た
ら
〜
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
模
擬
裁
判
で
は
、
架
空
の

事
例
を
も
と
に
、
裁
判
官
を
弁
護

士
、
メ
ン
バ
ー
が
そ
れ
ぞ
れ
検
察

官
、
弁
護
士
、
被
告
人
、
被
害
者
、

目
撃
者
役
に
扮ふ

ん

し
、
そ
の
他
は
裁

判
員
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。
時

間
的
制
約
も
あ
る
た
め
、
事
件
の

あ
ら
ま
し
や
裁
判
で
ど
こ
が
争
い

に
な
っ
て
い
る
か
な
ど
の
事
前
説

明
を
行
い
、
裁
判
同
様
の
一
連
の

流
れ
を
体
験
し
ま
し
た
。
特
に
難

し
か
っ
た
の
が
、
裁
判
員
と
な
り
、

議
論
し
て
判
決
の
内
容
を
決
め
る

評
議
。
こ
れ
は
、
一
般
の
さ
ま
ざ

ま
な
経
験
や
知
識
を
持
っ
た
人
た

ち
が
参
加
し
て
話
し
合
う
こ
と

で
、
よ
り
適
切
な
判
断
を
導
き
だ

そ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
そ
こ
で

重
要
な
も
の
は
、
特
別
な
法
的
知

識
で
は
な
く
『
一
般
の
良
識
』。
議

論
を
重
ね
て
い
く
中
で
、
こ
の
裁

判
員
制
度
は
、
む
し
ろ
専
門
家
で

な
い
方
が
新
鮮
な
視
点
で
も
の
ご

　

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
市
民

活
動
団
体
『
市
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
い
ま
り
』
の
会
員
の
皆
さ
ん

の
目
を
通
し
た
、
身
近
な
気
に

な
る
ニ
ュ
ー
ス
を
取
り
上
げ
て

い
き
ま
す
。

㈳伊万里青年会議所

今坂勝喜さん

と
を
と
ら
え
る
こ
と
が
で
き
、
世

間
の
常
識
が
裁
判
に
反
映
し
て
い

く
制
度
で
あ
る
こ
と
を
実
感
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
の
体
験

に
よ
り
裁
判
員
と
し
て
裁
判
に
の

ぞ
む
際
の
不
安
を
軽
減
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

会
議
所
で
は
、
メ
ン
バ
ー
一
人

一
人
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が

る
セ
ミ
ナ
ー
や
研
修
な
ど
を
活
発

に
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
私
た

ち
の
目
的
で
あ
る
『
明
る
い
豊
か

な
社
会
の
実
現
』
の
た
め
、
谷
口

理
事
長
を
中
心
に
今
年
度
も
、
社

会
開
発
事
業
、
青
少
年
育
成
事
業

な
ど
を
メ
ン
バ
ー
全
員
で
企
画
立

案
中
で
す
。

　

今
年
１
月
か
ら
事
務
局
を
伊
万

里
市
民
交
流
プ
ラ
ザ
に
移
し
、
市

民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
『
い
ま
り
』
の

中
心
的
役
割
を
担
い
、
市
民
活
動

団
体
の
育
成
・
支
援
を
す
る
と
と

も
に
、
伊
万
里
市
の
活
性
化
の
た

め
に
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
ま

す
の
で
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

 

裁
判
員
制
度
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　

    　

市
民
リ
ポ
ー
タ
ー

 
キ
ャ
ッ
チ
・
ザ
・
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ

●
問
合
先

　

男
女
協
働
・
ま
ち
づ
く
り
課
（
☎
㉓
２
１
５
５
）

Ｎ

本番さながらの模擬裁判

裁
判
員
制
度
が
始
ま
り
ま
す

市
民
の
良
識
が
重
要
で
す

今
後
の
取
り
組
み
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お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル

：このマークが付いている記事は、市のホームページでもご覧になれます。 伊万里市役所 検索

●

日　

時

　

５
月
15
日
（
金
）

　

午
前
10
時
30
分
開
会

●

会　

場　

市
民
会
館

※
駐
車
場
が
不
足
し
ま
す
の
で
、

　

自
家
用
車
で
お
越
し
の
際
は
で

　

き
る
だ
け
相
乗
り
で
ご
参
列
を

　

お
願
い
し
ま
す

●

問
合
先

　

福
祉
課
（　

☎
㉓
２
１
５
６
）　

お
知
ら
せ

子育て支援センターに
　　　　　遊びにきませんか

　子育てに関する悩みや相談を受け付けてい
ます。ひとりで悩まずにお気軽にご相談ください。
①ぽっぽママの集い『ピクニックへ行こう』（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者
　日　時　５月７日（木）※雨天中止
　　　　　午前 10 時 30 分〜（現地集合）
　場　所　桃川親水公園（松浦町）
②つくしんぼランド（要申込）
　就園前の乳幼児とその保護者が集い、歌や
　簡単な工作などを行います
　日　時　５月 13 日（水）、20 日（水）
　　　　　午前 10 時〜正午
　場　所　立花公民館
③お誕生会（要申込）
　５月生まれの就園前の乳幼児とその保護者
　日　時　５月 27 日（水）
　　　　　午前 11 時〜 11 時 45 分
　場　所　子育て支援センターぽっぽ
◆申込・問合先
　子育て支援センターぽっぽ
　　　　　　（☎㉓５１９７）

　

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税
の
納

期
限
は
６
月
１
日
（
月
）
で
す
。

納
付
書
を
５
月
中
旬
に
郵
送
し
ま

す
の
で
、
早
め
に
納
め
て
く
だ
さ

い
。
な
お
納
税
通
知
書
に
記
載
さ

れ
て
い
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
で
も
納
め
ら
れ
ま
す
。
口
座
振

替
を
ご
利
用
の
人
は
残
高
不
足
に

な
ら
な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●

問
合
先

▽
自
動
車
税

　

武
雄
県
税
事
務
所

　
（
☎
０
９
５
４
㉓
３
１
０
３
）

▽
軽
自
動
車
税

　

税
務
課
（　

☎
㉓
２
１
４
８
）

　

農
業
基
盤
の
整
備
を
図
る
た

め
、
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
を

共
同
で
施
工
す
る
場
合
に
は
補
助

金
を
交
付
し
ま
す
。

●

対
象
事
業

　

事
業
の
受
益
農
地
が
１
㌶
以
上

で
、
受
益
戸
数
が
５
戸
以
上
あ

る
農
道
、
水
路
、
た
め
池
な
ど

の
新
設
、
舗
装
、
改
良
、
し
ゅ

ん
せ
つ
事
業

●

補
助
率　

50
％
以
内

●

補
助
金
額
の
上
限　

50
万
円

●

申
請
方
法

　

計
画
地
区
ご
と
に
申
請
書
と
現

　

況
写
真
を
添
付
し
、
区
長
名
で

　

申
請
し
て
く
だ
さ
い

●

提
出
期
限　

６
月
１
日
（
月
）

※
昨
年
申
請
し
、
未
認
可
と
な
っ

た
地
区
に
つ
い
て
は
再
度
申
請

が
必
要
で
す
。
期
限
は
厳
守
し

て
く
だ
さ
い

●

申
請
・
問
合
先

　

農
山
漁
村
整
備
課

（
☎
㉓
２
５
９
１
）

　

新
し
く
犬
や
ね
こ
を
飼
い
た
い

人
や
事
情
に
よ
り
今
飼
っ
て
い
る

犬
や
猫
を
譲
り
た
い
人
の
た
め
に

『
犬
と
ね
こ
の
譲
渡
会
』
が
開
催
さ

れ
ま
す
。
多
く
の
犬
や
ね
こ
に
生

伊

万

里

市

戦

没

者

追

悼

式

き
る
機
会
を
与
え
、
よ
り
多
く
の

人
に
模
範
的
な
飼
い
主
と
な
っ
て

も
ら
い
、
動
物
愛
護
の
普
及
を
図

る
こ
と
を
目
的

と
し
て
開
催
さ

れ
ま
す
。

●

日　

時　

　

５
月
24
日(

日
）
午
前
10
時
〜

●

会　

場

　

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所

●

費　

用　

無　

料

●

申
込
期
限　

５
月
22
日
（
金
）

※
当
日
、
譲
渡
す
る
動
物
が
い
な

い
場
合
は
中
止
と
な
り
ま
す

※
飼
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
は
２

　

時
間
ほ
ど
か
か
り
ま
す

●

申
込
・
問
合
先　

　

伊
万
里
保
健
福
祉
事
務
所

（
☎
㉓
２
１
０
１
）

軽
自
動
車
税
・
自
動
車
税

納
付
は
忘
れ
ず
に

小
規
模
土
地
改
良

事
業
の
申
請
受
付

犬
と
ね
こ
の
譲
渡
会
が

開

催

さ

れ

ま

す

　平成 21 年 4 月 1 日付けで、
南波多公民館の館長が、新しく
就任されましたので紹介します。
●抱　　負
　町民の皆さんの融和を図る公
　民館活動に頑張ります
●趣　　味　スポーツ
●モットー　自分流

新しい南波多町の公民館長さんです

井手 憲一郎さん



　

国
見
台
陸
上
競
技
場
・
球
技
場

●

参
加
者
資
格

　

市
民
な
ら
だ
れ
で
も
参
加
で
き

　

ま
す

●

チ
ー
ム
編
成　

５
〜
７
人

●

参
加
料　

一
人　

500
円

●

申
込
期
限　

５
月
19
日
（
火
）

●

申
込
・
問
合
先　

　

体
育
保
健
課
（　

 

☎
㉓
３
１
８
７
）

　

ま
た
は
各
町
公
民
館
、
市
グ
ラ

　

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
協
会

●

日　

時　

　

６
月
７
日
（
日
）

●

会　

場

　

佐
賀
ク
ラ
シ
ッ
ク
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

●

競
技
種
目　

▽
男
子
59
歳
以
下
の
部

▽
男
子
60
歳
以
上
の
部

▽
女
子
の
部

●

参
加
者
資
格

　

市
内
在
住
の
18
歳
以
上
の
ア
マ

　

チ
ュ
ア
ゴ
ル
フ
ァ
ー

●

参
加
料　

一
人　

１
０
０
０
円

※
プ
レ
イ
代
は
別
途
必
要
で
す

●

申
込
期
限　

５
月
25
日
（
月
）

●

申
込
先

　

チ
ャ
レ
ン
ジ
ス
ポ
ー
ツ

（
☎
㉒
５
１
２
３
）

●

問
合
先　

伊
万
里
市
ゴ
ル
フ
協 

　

会
事
務
局　

担
当
・
丸
田

  

（
０
９
０ 

３
１
９
７ 

５
２
４
８
）

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル

�1 �009.5

●

受
講
料　

５
０
０
円

（
④
の
み
実
費
）

●

定　

員　

70
人
程
度

●

申
込
期
限　

６
月
19
日
（
金
）

●

申
込
・
問
合
先　

生
涯
学
習
セ

　

ン
タ
ー
（　

☎
㉒
１
２
６
２
）

　

万
延
元
年
の
絵
図
に
描
か
れ
て

い
る
、
伊
万
里
町
内
の
史
跡
や
旧

跡
を
訪
ね
歩
く
、
現
地
研
修
『
ウ

ォ
ー
ク
』
を
開
催
し
ま
す
。

●

日　

時　

５
月
17
日
（
日
）

　

午
前
９
時
30
分
〜
（
小
雨
決
行
）

●

集
合
場
所

　

伊
万
里
川
河
畔
・
延
命
地
蔵
堂
前

　
（
延
命
橋
付
近
）

※
参
加
希
望
者
は
９
時
30
分
ま
で

　

に
現
地
集
合

●

講　

師　

德
永
三
郎
（
博
美
会
副
代
表
委

ぼ
し
ゅ
う

員
）・
山
口
敏
雄
（
博
美
会
地
区

委
員
）

●

参
加
料　

無　

料

●

申　

込　

不　

要

●

問
合
先　

博
美
会 

庶
務
・
前
川

（
０
９
０ 

９
５
８
６ 

３
３
１
７
）

●

日　

時　

６
月
７
日
（
日
）

　
　
　
　
　

午
前
８
時
30
分
〜

●

会　

場　

●

期　

間

　

７
月
〜
２
月
（
全
８
講
座
）

●

会　

場　

　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ほ
か

●

内　

容　

①
伊
万
里
市
政
に
つ
い
て

②
人
生
を
楽
し
く

③
税
金
、
相
続
、
贈
与
の
基
礎
知
識

④
歴
史
探
訪
『
伊
都
国
め
ぐ
り
』

⑤
実
技
『
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
』

⑥
実
習
『
粘
土
細
工
』

⑦
身
近
な
野
鳥

⑧
や
き
も
の

※
都
合
で
講
座
内
容
を
変
更
す
る

　

こ
と
が
あ
り
ま
す

●

対　

象　

市
内
在
住
の
成
人

くじゅう登山　参加者募集

市
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
・

ゴ

ル

フ

大

会

さ

わ

や

か

講

座

受

講

生

募

集

　これまで、いまり山岳会主
催のくじゅう登山は『車中一
泊』で開催してきましたが、
今年は早朝発の『日帰り登山』
を開催します。
● 日　時
▷５月 31 日（日）　
　午前４時 45 分集合（５時出発）
　午後７時解散予定
● 参加費　5,000 円（傷害保険料を含む）
● 集合場所　
　市役所玄関前
● 持参品　リュック・懐中電灯・弁当
　２食分・カッパ上下・セーター・軍手・
　帽子・水筒・登山に適した靴・タオル・
　着替え・嗜好品
● コース（NEW！）
　伊万里→牧の戸→久住山頂

→扇ヶ鼻山→赤川温泉→伊万里
● 申込期限
　５月 22 日（金）
※定員（50 名）になり次第締め切り　
　ます
※小学生以下は保護者同伴とします
※血圧・心臓など疾患のある人は、ご

遠慮ください
● 申込・問合先
　いまり山岳会

（喫茶ダジュール☎㉒５１１０）

万

延

元

年

の

伊
万
里
津
絵
図
を
歩
こ
う

県
体
ゴ
ル
フ
大
会

伊

万

里

市

予

選



▽
大
学
卒
業
程
度

●

第
1
次
試
験

　

６
月
28
日
（
日
）

　
（
試
験
地　

佐
賀
市
、
東
京
都
）

●

第
２
次
試
験

　

７
月
下
旬
〜
８
月
上
旬

●

最
終
合
格
発
表

　

８
月
下
旬

●

受
付
期
間

　

５
月
８
日
（
金
）
〜
29
日
（
金
）

※
試
験
区
分
、
受
験
資
格
、
受
験

　

申
込
み
手
続
き
な
ど
、
試
験
の

　

詳
細
を
記
載
し
た
『
試
験
案
内
』

　

５
月
８
日
（
金
）
か
ら
配
布
予

　

定
で
す

●

問
合
先

　

佐
賀
県
人
事
委
員
会

（
☎
０
９
５
２
㉕
７
２
９
５
）
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チャンネル

お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル

毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

し
け
ん

５月５日（火）〜11 日（月）

児童福祉週間

　次世代を担う子どもたちのために、子
どもを取り巻く諸問題に積極的に関心を
向け、地域のみんなで子育てを支援しま
しょう。市では、昭和 56 年から子ども
たちの健やかな成長を願って『こいのぼ
り掲揚活動』を実施し、市役所・消防署・
保育園などで掲揚を行っています。こい
のぼりをお持ちのご家庭でもぜひ揚げて
いただき、伊万里の空にたくさんのこい
のぼりをおよがせましょう。
■問合先

　子育て支援センター（☎㉓５１９７）

ありがとう
つたわるこころが

うれしいよ

●

業
務
内
容
・
募
集
人
員

　

久
原
浄
水
場
運
転
監
視　

４
人

●

委
託
期
間

　

７
月
１
日
〜
平
成
22
年
３
月
31
日

※
業
務
成
績
が
優
秀
な
場
合
は
契

　

約
を
更
新
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

●

応
募
資
格

　

昭
和
24
年
４
月
２
日
か
ら
昭
和

　

34
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ

　

た
人

●

応
募
方
法

　

市
水
道
部
に
備
え
付
け
の
業
務

　

受
託
者
募
集
仕
様
書
を
閲
覧
、

　

了
承
の
う
え
、
履
歴
書
１
通
を

　

提
出
し
て
く
だ
さ
い

●

応
募
期
間

　

５
月
７
日（
木
）〜
５
月
22
日（
金
）

●

面
接
日
（
予
定
）
５
月
31
日
（
日
）

●

応
募
・
問
合
先

　

水
道
部
工
業
用
水
道
開
発
室

（　

☎
㉓
５
４
０
５
）

●

募
集
訓
練
科
名

▽
テ
ク
ニ
カ
ル
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
科　

18
人

▽
機
械
加
工
技
術
科　

12
人

▽
金
属
加
工
科　

18
人

▽
電
気
設
備
科　

18
人

▽
住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
技
術
科　

18
人

▽
建
築
C
Ａ
Ｄ
科　

24
人

※
他
に
委
託
訓
練
も
あ
り
ま
す

●

申
込
期
限　

６
月
４
日
（
木
）

●

入
所
日　
　

７
月
２
日
（
水
）

●

訓
練
期
間　

６
か
月

工
水
施
設
の
運
転
監
視

業
務
の
受
託
者
募
集

●

訓
練
時
間

　

午
前
９
時
30
分
〜
午
後
３
時
40
分

※
機
械
加
工
技
術
科
の
み
、
午
前

　

９
時
30
分
か
ら
午
後
４
時
35
分

　

ま
で
の
授
業
日
が
あ
り
ま
す

●

申
込
先　

　

最
寄
り
の
公
共
職
業
安
定
所

●

応
募
資
格　

雇
用
保
険
受
給
資

　

格
者
な
ど
の
離
職
者
お
よ
び
求

　

職
者
で
、
再
就
職
の
た
め
に
技

　

能
習
得
を
必
要
と
す
る
人

※
職
業
安
定
所
ま
た
は
問
合
先
で

　

相
談
の
う
え
、
応
募
し
て
く
だ

　

さ
い

●

問
合
先

雇
用
・
能
力
開
発
機
構
佐
賀

　

セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ

　

ー
佐
賀
）
Ｊ
Ｒ
伊
賀
屋
駅
前

（
☎
０
９
５
２
㉖
９
５
１
６
）

　第 5 次伊万里市総合計
画（案）に対する意見募集
の結果、意見の提出はあり
ませんでした。
■問合先
　企画政策課

（　 ☎㉓ 2124）

パブリックコメントの結果

職
業
訓
練
受
講
生
募
集

佐
賀
県
職
員
採
用
試
験

（独）



お知らせコーナーお知らせコーナー
チャンネルチャンネル

�� �009.5 毎週火曜日は午後７時まで住民票・税証明などの交付業務を行っています（市役所のみ）広報伊万里への企業広告のお申し込みは、代理店の山口印刷株式会社までお願いします（☎㉒５１８８）

■（財）省エネルギーセンターのホームページを参考に作成　http//www.eccj.or.jp/

家庭で
　できる！

今月の省エネと

地球温暖化防止対策
■問合先　環境課生活環境係

（　 ☎㉓２１４４）

電球形蛍光ランプに取り替えましょう

　54 ㍗の白熱電球から同じ明るさの 12 ㍗の電球形蛍光ラン
プに交換した場合、年間で電気 8�.0kＷh の省エネ、二酸化
炭素 �8.1 ㎏の削減になります
　白熱電球と電球形蛍光ランプを比べると、蛍光ランプの寿
命は白熱電球の約６倍。電気代は 1/� 以下です。電球形蛍光
ランプは価格は高めですが電気料が少なくてすみ、お得です

　13 日・27 日（弁護士）

　７日・６月４日（司法書士）

　21 日（公証人）

　12 日・19 日

　※午前10 時〜午後４時

　15 日 ※午前 9 時〜正午

法 律 相 談
司 法 書 士 相 談
暮 ら し の 知 恵 相 談
人 権 相 談
消 費 生 活 相 談
行 政 相 談

❶
❷
❸
❹
❺
❻

第２･４�
第  １   �
第  ３   �
第１･３�
毎週月水金

第  ３   �

●社会保険相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎週金曜日 午前９時 30 分〜午後３時

●健康相談 会場：市民ロビー

　毎月第１火曜日 午後１時 30 分〜３時

●身障者相談 会場 : １階面接室（市民ロビー前）

　毎月第４月曜日 午前 10 時〜午後３時

※①･②･③は、市民サービス係まで予約してください

　　総務省では、国などの行政に対する苦情、意見・要望の受
付、行政運営の改善などに結びつける業務を行っています。

　 「気になっていることや困っていることがある」「制度や手
続きがわからない」などといった相談ごとをお持ちの人は、
お気軽に行政相談をご利用ください。

　◆ 問合先　情報広報課市民サービス係（　 ☎㉓２１３６）

春の行政週間　5 月 18 日〜 �� 日

■会 場：市役所１階市民相談コーナー
■時 間：午前 10 時〜午後３時　無料・秘密厳守

10 日（日）午後１時開演　

　伊万里市郷土研究会創立 50 周年記念大会

15 日（金）午前 10 時 �0 分　関係者

　伊万里市戦没者追悼式

★５月５日（こどもの日）

・おはなし会（のぼりがまの部屋）

　午前 10 時 �0 分〜 11 時

・子ども上映会

　『三人の騎士』（ディズニー / 日本語吹き替

　え版 80 分）

　午後２時 �0 分〜３時 �0 分

・古本市　

　午前 10 時〜

★『こどもの読書週間』５月 1� 日（火）まで

・『家読』おすすめの本リストの配布 & 展示

・『親子で楽しむ科学えほん』の展示など

☆５月の休館日　�8 日（館内整理日）

　３日、４日、11 日、18 日、�5 日

※５日（こどもの日）、６日（振替休日）は開

　館します

市民センター ☎㉒３９１１

市 民 図 書 館 ☎㉓４６４６

５ 月 の 市 民 相 談５ 月 の 行 事

市 民 会 館 ☎㉒７１０５

一人で悩まず
ご相談ください



人のうごき
平成 21 年４月１日現在
●人口　58,316 人　  （−146）
　　男　27,854 人　  （−  50）
　　女　30,462 人　  （−  96）
●世帯　21,823 世帯  （＋  24）

（　）は前月比

広報　　　　　 2009-5
■発行日／平成 21 年５月１日
■発行編集／伊万里市情報広報課広報係
　　　　　(0955)23-4313（ダイヤルイン）
　〒 848-8501 佐賀県伊万里市立花町 1355 番地 1
■伊万里市のホームページ
　http://www.city.imari.saga.jp/
■印　刷／山口印刷株式会社
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『
国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展
伊
万
里

２
０
０
９
』
が
大
川
内
山
に
あ
る
伊
万

里
・
有
田
焼
伝
統
産
業
会
館
で
４
月
１

日
か
ら
12
日
ま
で
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
陶
芸
展
は
、
大
川
内
山
の
『
春

の
窯
元
市
』
に
あ
わ
せ
て
開
い
て
い
る

も
の
で
、
今
年
で
26
回
目
に
な
り
ま
す
。

今
回
は
、
全
国
か
ら
一
般
の
部
に
91
点
、

子
ど
も
の
部
に
333
点
の
合
計
424
点
が
出

展
さ
れ
ま
し
た
。
審
査
結
果
に
よ
る
上

位
入
賞
者
と
市
内
の
主
な
入
賞
者
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

◆
一
般
の
部

▽
鍋
島
大
賞　
　

木
島
瑠
璃
子
（
大
分
県
）

▽
優
秀
賞　
　
　

山
口
津
由
子
（
長
崎
県
）

▽
特
別
賞　
　
　

甲
斐
崎
兆
子
（
大
分
県
）

　
　
　
　
　
　
　

前
田
信
義
（
大
坪
町
）

▽
審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
　
　
　

川
合
満
弘
（
広
島
県
）

　
　
　
　
　
　
　

高
野
絹
子
（
東
京
都
）

▽
市
長
賞　
　
　

藤　

将
太
（
二
里
町
）

 　一 般 の 部

 　子どもの部

【作品名】

ヘラクレスオオカブト

【作品名】

象
ぞう

嵌
がん

文
もん

扁
へん

壺
こ

大川内小５年

 前田 隆一さん

大分県豊後大野市

 木島 瑠璃子さん

　大空に力強く羽根を広げ
飛び立つイメージで、この
作品を作りました。背中に
つけた幸福の四つ葉のクロ
ーバーのモチーフが、アク
セントとなっています

　聖書を題材にした作品で
陶器の壺の両面に子羊とイ
バラの冠を浮き彫りにしま
した。今後も自分で自分の
限界をつくらないで、土と
向きあっていきたいです

鍋島大賞

優 秀 賞
◆
子
ど
も
の
部

▽
優
秀
賞　

前
田
隆
一
（
大
川
内
小
５
年
）

▽
特
別
賞　

永
末
美
保
（
曲
川
小
１
年
）

　
　
　
　
　

堤　

怜
央
（
有
田
中
部
小
２
年
）

▽
審
査
員
特
別
賞

　
　
　
　
　

相
良
祐
希
（
牧
島
小
５
年
）

　
　
　
　
　

向
山
歩
夢
（
大
川
内
小
２
年
）

▽
市
長
賞　

浦
田
一
十
知
（
大
川
内
小
３
年
）

国
際
ア
マ
チ
ュ
ア
陶
芸
展伊

万
里
２
０
０
９

市
制
55
周
年
記
念
事
業

　

色
鮮
や
か
な
鯉
の
ぼ
り
が

青
空
を
悠
然
と
泳
ぐ
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
ご
存
知
の
よ

う
に
、
鯉
の
ぼ
り
は
、
竜
門

の
滝
を
登
り
切
る
と
鯉
が
竜
に
な
る
と
い
う
中

国
の
『
登
竜
門
』
の
伝
説
か
ら
生
ま
れ
た
と
言

わ
れ
て
お
り
、
我
が
子
が
健
や
か
に
育
ち
立
派

な
大
人
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
い
う
思
い
が
込
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
大
空
を
自
由
に
舞
う
鯉
の
ぼ

り
の
よ
う
に
、
伊
万
里
の
子
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
と
成
長
す
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　

私
は
、
４
月
の
人
事
異
動
で
広
報
係
に
配
属

さ
れ
ま
し
た
。
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
と
触
れ
合
い
、
伊
万
里
の
あ
ら
ゆ
る
面

を
肌
で
感
じ
た
い
と
非
常
に
楽
し
み
に
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
生
き
た
情
報
を
適
切
に
伝
え
て

い
く
責
任
の
重
さ
も
実
感
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

か
ら
、
市
民
の
心
に
響
く
広
報
紙
づ
く
り
に
向

け
て
日
々
研
鑽
し
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て
巨

大
な
滝
を
登
り
切
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。（
山
）




